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In this paper, some activities to develop human resource for nuclear energy industry in Yatsushiro National College of 
Technology are described. The activities include: visits to nuclear power plant, experiments using measuring instruments for 
radiation, lectures on atomic energy, and so on. Students have acquired profound knowledge on radiation and nuclear power. In 
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表 1 平成 11 年度に導入した原子力安全教育設備 
機器名称 会社等 モデル名 備考 
シンチレーションサーベイメータ Aloka TCS-171   
電離箱式サーベイメータ Aloka ICS-311   
GM サーベイメータ Aloka TGS-136   
線量表示器 Aloka EDB-103   
γ線基準線源 日本アイソトープ協会   40kBq(137Cs) 
ガイガーミュラー計数装置 千代田テクノル ActivLAB    
AktivLab 用のデモ線源 千代田テクノル QCRB7471 α、β、γ３核種混合線源    
教育用放射線源保管箱 科学理科機器 RI-10   
表２ 放射線や原子力に関係した講義・実験科目 
科目名  対象学生  内容（開講時期等）  














応用物理  情報電子工学科４年 ・放射線の基本的性質やその測定原理について機器を利用した講義
などを実施する（通年開講）  応用物理 機械電気工学科５年 































図 1  (a) シンチレーションサーベイメータ，(b) GM 計数装置（ActivLab)，(c) 放射線源 
(a) (b) (c) 
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表３ 平成 20 年度に導入した主要機器 
機器名称 製造会社 モデル名 備考 
マルチチャンネルアナライザー(MCA) 工研電子産業 MSP-1000 1,024 チャンネル 
シングルチャンネルアナライザー(SCA) 工研電子産業 KRC-200 
γ線検出端 工研電子産業 CSX-10 
α線検出端 工研電子産業 CSA-5 















































図２  (a) マルチチャンネルアナライザー，(b)  シングルチャンネルアナライザー，(c) 放射線検出端
(a) (b) (c) 
図３ MCA でのスペクトル計測例 
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γ線の強度 I は，物質の厚さ x （ここでは，遮蔽物質の
厚さ）と 
 
 )exp()( 0 xIxI μ−=   (1) 
 
の関係となる。ここで， 0I は物質表面でのγ線強度，μ は
遮へい物質の吸収係数である。この式より 
 


























イ. 原子力発電所の増設はもっとも効果的な方法である。  


























































































いる機械電気工学科 5 年生の様子 
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（平成 21 年 9 月 30 日受付） 
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12 8 1 0 
C: 実習･実験への取り組みを通して課題発見能力が身についたと思いますか。 4 12 5 0 
D: 本年度の事業で購入したスペクトル解析装置（放射線強度のエネルギー依存性を表示する
装置）について，その原理・概要などについて，ある程度理解できましたか。 4 16 1 0 















表５ 専攻科１年生に対するアンケート結果（平成 21 年２月実施） 
表４ 原子力発電所見学会参加者に対するアンケートの自由記述（専攻科学生） 
・原子力発電の利点，欠点を補う努力にすごいと思った。エネルギーの大切さもよくわかりました。ありがとう
ございました。 
・原子力発電について具体的なイメージをもてていなかったが，今日の見学でどのように発電がおこなわれてい
るかということ，また，安全管理が徹底されていることを知った。原子力の有効性は理解できたがやはり原発事
故のイメージが大きく不安はあるが，今回のような見学はそのイメージを変えることができると感じた。 
・原子力発電についての知識が深まり，今日の見学に参加することができてよかったと思う。 
・ウランやプルトニウムといった物質は核爆弾などのイメージが強く，怖いというイメージがあった。今日の見
学会では核エネルギーがこれからの先の世の中で非常に重要になりうることがわかり，もっと原子力による発電
を増やすべきだと思った。そのために，原子力発電所の安全性をもっと広く理解してもらう必要があると思った。
・発電の管理の徹底が感じられた。 
・一人一人が省エネしていく必要があると思った。 
・省エネをこころがけよう。 
・詳しい説明でわかりやすかったです。サイエンス館のパネルなどをもう少し詳しく見たかったので時間が欲し
かったです。 
・高速増殖炉が早くできるといいですね。 
・非常に興味深い見学会でした。個人的には施設にもう一度来てみたいです。 
・一度インターンシップで浜岡原子力発電所に行ったので，ある程度の知識はあったが，今回の見学で改めて勉
強をすることができてとても為になりました。 
・太陽光発電にしたらいいのではあるまいか。各家庭での消費電力を減らせれば十分では。 
・建設に対して住民からどのような反応があり，どのように対処したのかが気になった。また，設備面での安全
は非常に気をつけていたが環境に対しては定期的に測定し土や森が変わっていないか，海に温水を流すことで生
態を変えていないかなどに配慮しているのかが気になった。 
・日ごろは見学があまりないので，いい機会であった。 
・自分の家の隣に作るといわれたら何ともいえない。安全性の周知が必要。 
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